













































































































































































































度数 29 8 0 0 37
性別地域内での割合（％） 56.9 57.1 0 0
スカーフある
度数 1 0 0 0 1
性別地域内での割合（％） 2.0 0 0 0
ベルトある
度数 13 1 2 10 26
性別地域内での割合（％） 25.5 7.1 22.2 52.6
ネックレスある
度数 26 5 5 9 45
性別地域内での割合（％） 51.0 35.7 55.6 47.4
バック大きい
度数 28 8 7 2 45
性別地域内での割合（％） 54.9 57.1 77.8 10.5
帽子ある
度数 7 0 2 5 14
性別地域内での割合（％） 13.7 0 22.2 26.3
メガネある
度数 6 0 5 6 17
性別地域内での割合（％） 11.8 0 55.6 31.6
ヘアスタイルロング
度数 33 7 1 0 41
性別地域内での割合（％） 64.7 50.0 11.1 0
ひざ上のミニ
度数 22 10 0 0 32
性別地域内での割合（％） 43.1 71.4 0 0
















































度数 24 10 8 10 52
性別地域内での割合（％） 47.1 66.7 88.9 32.3
ウンピース着用
度数 22 7 0 0 29
性別地域内での割合（％） 43.1 46.7 0 0
ブラウスシャツ
度数 3 2 2 5 12
性別地域内での割合（％） 5.9 13.3 22.2 16.1
スカート
度数 25 10 0 0 35
性別地域内での割合（％） 49.0 66.7 0 0
パンツ
度数 20 6 9 31 66
性別地域内での割合（％） 39.2 40.0 100.0 100.0
ベスト着用する
度数 3 2 2 1 8
性別地域内での割合（％） 5.9 13.3 22.2 3.2
合計 度数：応答者 51 15 9 31 106
表３ 雑貨と衣服アイテムの相関分析（東京と熊本のストリートファッション）（女子N＝66）
相関係数
ベルトある ネックレスある ひざ上のミニ 重ね着 ワンピース着用 ブラウスシャツ スカート パンツ ベスト着用する
ベルトある 1.000 .032 .016 -.090 .063 -.008 .266* -.191 -.008
ネックレスある .032 1.000 -.002 -.180 .207 -.155 .095 -.262* -269*
ひざ上のミニ .016 -.002 1.000 -.272* .241 -.049 .427** -.410** -.278*
重ね着 -.090 -.180 -.272* 1.000 -.118 .049 -.063 .162 .278*
ワンピース着用 .063 .207 .241 -.118 1.000 -.253* .466** -.526** -.023
ブラウスシャツ -.008 -.155 -.049 .049 -.253* 1.000 -.075 .121 .134
スカート .266* .095 .427** -.063 .466** -.075 1.000 -.795** -.075
パンツ -.191 -.262* -.410** .162 -.526** .121 -795** 1.000 .121

































































アクセサリー 0.852 -0.114 0.155 0.096 28.0 0.838
ヘアスタイル 0.807 0.386 0.191 -0.227 （28.0） 0.770
お化粧 0.768 0.208 0.172 0.211 0.617
カラーコーディネート 0.720 -0.223 0.034 0.272 0.708
体型 0.628 0.208 -0.107 0.236 0.491
高級感 0.076 0.815 0.374 -0.021 17.1 0.708
上品さ 0.285 0.699 0.633 -0.315 （45.4） 0.789
ネイル 0.660 0.668 0.187 -0.140 0.740
流行 0.354 0.663 0.037 0.452 0.753
好奇心 -0.081 0.548 -0.016 -0.103 0.370
恋愛 0.115 0.168 0.862 0.073 13.2 0.751
お金 0.133 0.152 0.705 0.493 （58.3） 0.731
気分 0.092 0.141 0.314 0.824 8.6 0.789
全般的雰囲気 0.151 -0.137 -0.034 0.530 （66.9） 0.309
因子抽出法：主成分分析 回転法：Kaiserの正規化を伴うプロマックス法
Ⅰお化粧と体型 - 0.229 0.151 0.082 因子間相関
Ⅱ高級感と流行 - 0.275 -0.079
Ⅲ恋愛とお金 - 0.013
Ⅳ全体的な雰囲気 -
図３ どんなイメージのファッションに興味を持っているか
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（23％）」「セレブ系（12％）」「ギャル系（12％）」
の順であった。「姫系（8％）」「ゴスロリ系」・「お
兄系」・「ストリート系」がそれぞれ4％を示した。
「セクシー系」は回答が無かった。男子は「ストリー
ト系（25％）」「お姉系（13％）」であった。
図4の「異性を選ぶ一番決め手は何ですか」に
ついては，熊本の女子の90％以上，男子の50％以
上が「性格」と答えている。次いで，女子は「顔
（73％）」「おしゃれ（62％）」「スタイルの良さ」・
「知的」がそれぞれ39％，「お金（35％）を示した。
男子は「顔」・「スタイルの良さ」が36％，「おしゃ
れ（27％）」順に答えている。
図5の「モチベーションを高める為に何をしま
すか」は「音楽」と答えた人が熊本の男子の90％，
女子の78％で最も多い。次いで，女子は「運動（37
％）」「恋愛（26％）」「ネイル（22％）」「旅行（19％）
の順に答えており，男子は「運動（30％）」，「温泉」・
「本・読書」がそれぞれ10％と答えている。
3・7お小遣いと被服費について
一ヶ月のお小遣いの平均額は女子27,778円，男
子41,110円で男子が女子より13,000円程度高く，
p＜0.001で有意な差異が見られた。しかし1ヶ月の
被服費の平均額については，女子19,778円，男子
19,800円で，ほぼ同じ額の消費をしていること
がわかった。女子の方が男子よりお小遣いが平均
13,000円少ないにもかかわらず，女子はお小遣い
額の70％，男子は50％を被服費に使っている傾向
がみられた。このことは男子が女子ほどファッショ
ンに関心を持っていることが伺える。
3・8好きな色の傾向と最近の関心
次に「好きな色の好みの傾向」と「最近の関心に
ついて順位データ」として1位，2位，3位をそれ
ぞれ調査した。本報では，それぞれ1位として答
えた回答のみ報告する。まず，図6の好きな色の
傾向の1位について熊本の女子は「赤・黄色・青・
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図４ 異性を選ぶ一番決め手は何ですか
図５ モチベーションを高める為に何をしますか
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緑」「白と黒・原色と無彩色のコントラスト」がそ
れぞれ22％となっており，次いで「クリーム・コ
コアブラウン・グレー（19％）」「赤・ホットピン
ク・紫（15％）」順である。
男子は「白と黒・原色と無彩色のコントラスト」
と答えた人が50％近くなっており，女子の2倍ほ
ど多い。次いで「紺・グレー・ベージュ」が18％
で，女性の2倍ほど多い。男子は「白と黒・原色
と無彩色のコントラスト」や「紺・グレー・ベージュ」
を好む人が合わせて70％に近い。しかし，女子は
いろんな色を好んでいる傾向がみられた。
次に最近の関心について1位に選んだ各項目に
対する割合を図7に示した。熊本の女子は「アル
バイト」が23％で多く，次いで「携帯電話（15％）」
「美容（12％）の順に答えている。また「恋愛」
「映画」「資格取得」「料理」「ダイエット」にはそれ
ぞれ8％程度の関心を示した。
男子は「ファッション」に興味を示した人が27
％で一番多く，次いで「アルバイト」「スポーツ」
にそれぞれ18％となっている。熊本の若者の男女
はアルバイトに関心を持っている人が20％前後，
「恋愛」に関心を持っている人が8％前後で似てい
る。しかし，男子は0％で女子の方が関心を示す
項目は「携帯（女子15％），美容（女子12％），料
理（女子8％），ダイエット（女子8％）」，男子の
方女子より関心を示す項目は「ファッション（男子
27％＞女子3.8％）」「スポーツ（男子18％＞女子
0％）」である。熊本の若者の男子の被服費が月
20,000円程度で女子と同額だったことからもわか
るように，最近の関心として男子はファッションに
関心を持っている裏づけになると思われる。
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図７ 最近の関心は何ですか
図６ 好きな色の傾向は何ですか
4．まとめ
本報では熊本市の若者のストリートファッション
について，東京のストリートファッション（原宿，
渋谷，表参道，代官山，銀座）と比較した。標本数
は熊本の若者の着装写真モデル46名と東京の着装
写真モデル60名で計106名である。また，熊本の若
者のファッション行動を調査するために，38名の
着装写真モデルに質問紙調査を行った。
（1）ストリートファッションで見ると，東京のお
しゃれな若者は，ベルト・ネックレス・帽子などの
雑貨を使ったコーディネートが熊本より多く，熊本
のおしゃれな若者は東京より，重ね着・ブラウスや
シャツによる衣服の単品コーディネートが多かった。
（2）おしゃれに見える秘訣に関する質問項目を因
子分析した結果，お化粧と体型，高級感と流行，恋
愛とお金，全体的な雰囲気の4因子が得られた。
（3）また，装いにプラスでおしゃれに影響する項
目は，アクセサリー，ヘアスタイル，お化粧，体型，
カラーコーディネートであることが明らかになった。
一方，お金や高級感は装いにマイナスとなり，高価
で高級感のある衣服がおしゃれに影響するとはいえ
ない。つまり安い衣服で高級感がなくてもおしゃれ
にみせられることが客観的に証明できた。
（4）最近の関心について，熊本の女子は「アルバ
イト」が23％で多く，次いで「携帯電話（15％）」
「美容（12％）の順に答えている。男子は「ファッ
ション」に興味を示した人が27％となっている。
熊本の若者の男女の被服費はともに月2万円程度
で，男子もファッションに関心を持っていることの
裏付けになると思われる。
以上，熊本市と東京都のストリートファッション
の違いは着装行動で差異がみられたが，原因は首都
と地方都市の規模の差，大手百貨店や専門店に入店
しているブランドの格差，首都は原宿・渋谷・表参
道・代官山・銀座などの商圏エアリアが形成してい
るなどの要因が考えられる。しかし，生活者のニー
ズにより年配の富裕層のイメージであった銀座がユ
ニクロや海外のファストファッション（ZARA・
H&M・Forever21・Abercrombie&Fitchなど）
ブランドが並び，従来の銀座ストリートイメージも
若い感性の雰囲気に変わっている。ストリートファッ
ションは時代の文化を反映している。
本研究の一部は2009年5月（社）日本家政学会第
61回全国大会（会場：武庫川女子大学）にて発表
（受付番号100179）した。
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